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令和６年度 総会終えて
令和６年度加茂小地区福祉委員会総会は 5月 25日、2/3以上の参加

を頂き平穏無事終了しました。今年度の役員は 2年目を迎え、新たな

気持ちで新目標に取り組み推進して参ります。地域の皆様、ご支援ご

協力賜りますようお願い申し上げます。

さて、令和６年度は第５次地区福祉計画がスタート致します。重点

事業 4項目を掲げ福祉委員と地域の皆様が一体となり、連帯感を大切

に推進してまいります。

することになり大変残念でした。令和 5年度に入りようやくコ

ロナも治まり、徐々に行事の再開を進め、今年度 7月 2拠点

でカフェ「憩い」を再開致します。新たに 1拠点 9月開店に

向けて進行中です。既に令和 5年 4月に再開しています広場

サロン会は、順調に回復しつつあります。

第５次地区福祉計画の重点項目でありますが、「見守り・つ

ながり・支えあう共生の地域づくり」に向けて一歩一歩前進で

きれば福祉の向上に繋がります。皆さんで地域を盛り上げまし

ょう!
加茂小地区も高齢化が進み高齢者は人口 10800人の 30.2%

(3.260人)となりました。福祉行事に積極的に参加頂き、フレ

イル予防等健康づくりにお互い努めましょう。

最後になりましたが、福祉委員の

皆様・地域の皆様の益々のご健勝と

ご多幸を祈念申し上げますと共に、

福祉活動にご支援賜りますようお願

い申し上げます。

平成 28年度居場所づくりの一環として、カフェ「憩い」を 2拠点で開店し順調に推進して

いましたが、令和 2年度「新型コロナウイルス感染症」が発生、すべての福祉活動を中止

議 長 上田 幸子様
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収 入 項 目 R6予算額 前年度実績額

川 西 市 一 括 交 付 金 730,000 730,000

市社協

社協会員会費配分金 320,000 321,422

共同募金・歳末助け

合い配分金 85,000 85,000

助成金
イオン助成金 13,800 15,000

県民ボランタリー 2,0000 20,000

事 業 収 入 50,000 0

雑 収 入 2,000 9,411

地区予算 前 期 繰 越 金 926,664 1,077,881

小 計 1,417,464 1,528,714

合 計 2,147,464 2,258,714

(単位:円)支出の部(単位:円)支出の部

支 出 項 目 R6予算額 前年実績額
会 議 費 地区会議費 80,000 66,375
事 務 費 印刷製本・通信費 50,000 36,727

事業費

福祉ネットワーク会議 10,000 0
福祉拠点の維持運営費 40,000 40,000
福祉拠点サロン相談事業 120,000 120,000
広報啓発事業 200,000 207,320
ボランティア支援事業 30,000 0
ふれあい交流事業 450,000 415,188
生活支援事業 10,000 8,555
当事者支援事業 130,000 50,000
認知症啓発支援事業 30,000 30,000
障がい者支援交流事業 35,000 20,747
福祉委員研修費 50,000 220,425
居場所支援事業 10,000 0

運営費 カフェ憩い 100,000 0
備品費 コピー用紙・コーヒー等 0 15,625
整備費 園庭雑草刈込整備(2回/年) 100,000 51,088
義援金 能登半島地震災害義援金 0 50,000
支出小計 支 出 小 計 1,445,000 1,332,050
予備費 予 備 費 702,464 926,664
合 計 支 出 合 計 2,147,464 2,258,714

収入の部(単位:円)

令和5年度一般会計・特別会計収入決算報告 令和６年度一般会計予算

収 入 項 目 R5予算額 R5決算額

川 西 市 一 括 交 付 金 730,000 730,000

市社協
社協会員会費配分金 340,000 321,422

歳末助け合い助成

金・共同募金 115,000 85,000

助成金
イオン助成金 15,000 15,000

県民ボランタリー 28,000 20,000

事 業 収 入 50,000 0

雑 収 入 2,000 9,411

地区予算 前 期 繰 越 金 1,077,881 1,077,881

小 計 収 入 小 計 1,627,881 1,528,714

合 計 収 入 合 計 2,357,881 2,258,714

(単位:円)収入の部

支 出 項 目 R5予算額 R5決算額

会 議 費 地区会議費 80,000 66,375
事 務 費 印刷製本・通信費 50,000 36,727

事業費

福祉ネットワーク会議 30,000 0
福祉拠点の維持運営費 40,000 40,000
福祉拠点サロン相談事業 120,000 120,000
広報啓発事業 200,000 207,320
ボランティア育成 20,000 0
ふれあい交流事業 470,000 415,188
生活支援事業 10,000 8,555
当事者支援事業 130,000 50,000
認知症啓発支援事業 30,000 30,000
障害者支援交流事業 35,000 20,747
福祉委員研修費 200,000 220,425
居場所支援事業 30,000 0

運営費 カフェ憩い 100,000 0
備品費 コピー用紙・コーヒー等 0 15,625
整備費 庭園雑草刈込整備(2回/年) 100,000 51,088
義援金 能登半島地震災害義援金 0 50,000
支出合計 支 出 小 計 1,645,000 1,332,050
予備費 予 備 費 712,881 926,664
合 計 支 出 合 計 2,357,881 2,258,714

特別会計収支報告
収入の部 R5決算額 説 明
繰 越 金 500,011
利 子 4
合 計 500,015 次年度繰越金

令和６年3月31日
加茂小地区福祉委員会

委員長 藤田喜志夫
会 計 藤井知子
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加茂小地区福祉委員会

副委員長 尾野上 一夫

市の総合計画及び社協策定地域福祉推進計画に連動した第５次地区福祉計画を令和 5年度

において地区ワークショップ(地域住民・諸団体)、策定委員会等の会議を経て福祉目標「絆

～生まれるこころ豊かなまち加茂」を成し遂げる施策として重点目標 4項目を策定しました。

≪重点 1≫あらゆる世代の参加・参画・居場所づくり。≪重点 2≫見守り・つながる・支え

あう共生の地域づくり。≪重点 3≫誰もが安心して生活できる基盤づくり。≪重点 4≫災害

時の支援体制づくり。上記目標を達成する為「加茂小コミュニティ協議会自主防災会」と連

携して安否確認・避難経路の確認(避難訓練)・避難所運営等事業を体験するとともに「サロ

ン会」「カフェ憩い」「広報紙」等を通して住民に周知徹底を図ると同時並行で関係機関等の

連携強化を図り福祉の立ち位置・基盤づくりに努めて行きます。

この計画期間は(令和６年～令和 13 年:前期・後期)に分けられ、後期に入る前、見直しを

経て目標達成の精度 UP を図って参ります(この計画は福祉委員会の協力と地域のご支援があ

ってなしえる計画です）。どうか皆様の叱咤激励をお待ちしています。

毎月第一水曜日、十時より南花屋敷中央会館で「サロン会」を行っております。

例年通り毎回 2名のスタッフで、計画・企画・買い物・当日の司会進行まで行っ

ております。狭い会館ですが季節に合わせて、風物を工夫、考えて行っておりま

す。毎回 30数名の参加があります。スタッフの皆様、たいへん協力的で上手に

やっていただいております。

今後の目標・抱負について「あらゆる世代の参加と居場所づくり」「見守り・

つながり・共生地域づくり」を願っております。今、問題に上がっております活

動できる場所が必要です。ぜひ会館の維持をお願いします。地域の皆様と御一緒

に「楽しいサロン会」が出来るよう努めてまいります。皆様お誘いあわせの上「サ

ロン会」お越し下さい。スタッフ一同お待ちしております。

第一拠点

井上 昭子

第二拠点は、旧ふたば幼稚園を利用して実施していますので、大へん場

所に恵まれています。

舞台のある広い室内がありますし、屋外の園庭はグラウンドゴルフで利

用されているので整備がゆき届いていて、モルックやスローイングビンゴ

などのコートが二面ずつとることができます。

ここへ来られる皆さんは体を動かすメニューを喜ばれる活発な方が多

く、ゲームはとても盛りあがり大変にぎやかです。景品があるとなおさら

です。 一方、塗り絵や作品づくりは少し静かで、参加される方も少ない

ように感じます。

今年度はそういうことを考慮して、なるべく皆さんが楽しく体を動かし

て参加していただけるゲームなどを多くとり入れて実施していこうと思っ

ています。

皆さんどんどん参加して下さいね。

第二拠点

藤井 知子
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第三拠点 新田 容子

☆ カフェ「憩い」各拠点スタッフ紹介

第四拠点 寺内 美弥子

南花屋敷中央会館

井上 昭子 川口マヤ子 瀬尾 信子 前田 晴美 河谷 正子 山中 邦雄 菊池 由佳

尾野上一夫 吉川真貴子 谷内 明子 坪川 孝子 森田 長義 尾上 豊子 中野 六子

尾野上安子 高田美智子 土居なみゑ 丸岡 茂雄 新田 容子 苧田 昌之 塚本 尚美

井上 孝之 広野 喬 中井 恵子 久保 美和 溝口 義徳 武市 勝之 上野 弘美

加茂会館

加茂第二会館

片山 守 乾 要人 加地 三從 藤井 知子 小西 清子

三浦 幸子 藤田喜志夫 上田 幸子 森永 芳子 波田あけみ

橋本 弘子 白崎千恵子 岸本 治子 大澤紀久子 岸 幸枝

安藤 美津 大野 惠 大田 正 柏村 啓子 寺内美弥子

羽尾 勝治 坂上香代子 森田 淑子 篠木 玲子 西口 智子

志場惠美子 松本 真紀 坂本小枝子 大田千賀子 吉田加代子


